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第１章 点検・評価制度の概要 

 
１. 点検・評価の目的 

 恵那市教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の

規定に基づき、教育委員会の主要な施策や事務事業の取組状況について点検及び評価

を行い、課題や取組の方向性を明らかにすることにより、効果的な教育行政の一層の

推進を図るものです。 

 また、点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表することにより、市民への説明責任を果たし、市民に信頼される教育行政を

推進いたします。 

 

 

 【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

  第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規程により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定に

より事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 

  ２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

 

２. 点検・評価の対象 

 教育委員会は、「恵那市教育委員会点検評価実施要領」（平成２１年４月１日決裁）

に基づき、令和元年度の教育委員会の事務事業等について、次の内容の点検・評価を

実施しました。 

（１） 教育委員会の活動状況に関する事項 

 ア 教育委員会の会議の実施状況 

 イ 教育委員会の調査活動の状況 

（２） 事務事業の執行状況に関する事項 

 ア 主要施策の執行状況 

 イ 主要施策の執行による成果 

（３） その他教育委員会が必要と認める事項 
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３. 点検・評価の方法 

 点検及び評価にあたっては、次の評定基準により、達成度についてその評価を行っ

ております。 

評定区分 評    定 

Ａ  目標を大きく上回る実績 

Ｂ  目標をやや上回る実績 

Ｃ  目標どおりの実績 

Ｄ  目標をやや下回る実績 

Ｅ  目標を大きく下回る実績 

 

 なお、地教行法第２６条第２項に規定されている「教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用」については、「恵那市教育委員会点検評価実施要領」に基づき、評価

委員会を設置し、評定結果に対する意見の聴取を行いました。 

  

 ＜恵那市教育行政評価委員＞ 

                          （敬称略／氏名五十音順） 

役職名 氏  名 公 職 等 

委員 市 川  克広 恵那市ＰＴＡ連合会代表 

職務代理者 遠 藤  茂樹 保護司 

委員 坪井 弥榮子 地域自治区会長会議代表 

委員 児 玉  光弘 恵那市小中学校校長会会長 

委員長 林   達夫 社会教育委員会委員長 
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第２章  教育委員会会議等の点検及び評価 

 実   績 内 容 ・ 成 果 ・ 課 題 

 

教育委員会会議の

実施状況 

 

開催回数 

    定例会議 12 回 （12 回） 

   臨時会議  1 回 （1回） 

 

審議件数 

   議案   18 件 （34 件） 

   うち可決したもの 

        18 件 （34 件） 

   協議事項   3 件 （4件） 

   報告事項 119 件（112 件） 

 

その他教育長・教育委員報告 

12 件 （12 件） 

 

※（ ）内は前年度実績 

※議案案件の詳細については別紙

に掲載 

 

 

月 1 回の教育委員会定例会を開催

し、議案審議および協議、報告を行

い、委員による意見交換を行った。

議案は、公の施設の使用料見直し

による条例改正、会計年度任用職員

に関する条例施行規則の運用開始に

伴う規則改正、その他は予算関係が

主なものである。 

東京オリンピック２０２０大会の

ポーランドカヌーチームの事前キャ

ンプ地に決定。それに伴い笠置峡ボ

ート・カヌー場の整備について報告

を行った。 

重点目標については、主管課から

各５項目の課題、実施方策および進

捗状況について説明を受け状況を確

認した。 

中央図書館では、来館人数は約１

1％減少し、139,185 人だったが、子

どものころから本に親しむ環境を整

えることに力を入れ、市内小中学校

への貸出冊数が約 33％増加し、

19,867 冊となったことを報告した。

 

【評価】 

  

Ｃ 

       

 

調査活動等の状況 

 

１．市外視察 

 令和元年 10 月 10 日（木） 

～ 11 日（金） 

・東海北陸社会教育研究大会 

 三重大会 

 

市外視察では、東海北陸社会教育

研究大会三重大会に参加。“今こそ問

い直す社会教育の意義”がテーマの

記念トークライブを拝聴。教育行政

の遂行に必要な見識を深めた。 
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・津市立みさとの丘学園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市内視察等 

 令和元年５.６.７.９.10.11 月 

 ・学校訪問 22 校  

 令和元年５.９月 

 ・運動会、体育祭  

 令和元年６月 15 日（土） 

 ・「少年の主張」大会 

 令和元年６月 29 日（土） 

 ・恵那市中学校総合体育大会 

 令和元年８月 10 日（土） 

 ・生涯学習フォーラム 

 令和元年 12 月 12 日（土） 

 ・下田歌子賞 

 令和２年１,２月 

 ・学校と市教委懇談会 21 回 

 令和２年１,２月 

 ・中間まとめの会 ２校 

令和２年３月 

・小中学校卒業式  

 

３．岐阜県市町村教委連研究総会 

 令和元年 11 月 8 日（金） 

  恵那市 

 ２日目には、岐阜県羽島市立桑原

学園、白川村立白川郷学園と並び、

2017年４月に東海３県で初めて開校

した公立の義務教育学校である津市

立みさとの丘学園を視察。旧美里中

学校に通っていた小学校３校が、中

学校と同じ１つの学校として９年間

の教育を一貫で行っており、校長先

生が義務教育学校の利点をよく承知

した上で、教育課程を編成していた。

子どもたちの活気ある学校生活は大

変参考になった。 

 

学校訪問、行事に教育委員が積極

的に参加、出席。教育現場の状況や

実際の授業の様子を参観して、教職

員の声に耳を傾け、現状の課題の把

握や指導に努めた。 

卒業式については、新型コロナウ

イルス感染症対策により、時間短縮、

規模縮小により、出席者が限られた

中での参加になったが、教育委員会

代表として心に残る告辞を行った。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岐阜県市町村教育委員会連合会研

究総会が恵那文化センターで開催さ

れた。当教育委員会が担当した研究

総会では、昨年までの進め方を変更

し、グループに分かれての討論を行
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い、他市町村の教育委員の方々と意

見交換を積極的に行った。 

 また当番市として、観光協会にご

協力いただき、栗くらべなど恵那市

の名産を紹介し、大変好評を得るこ

とができた。 

 

【評価】 

  

Ｂ 

     

 

その他の事項 

 

 

恵那市議会総務文教委員と語る会 

 令和元年 10 月２日（水） 

○意見交換会 

・コミュニティスクール（進捗状

況と課題）について 

・ＩＣＴ活用の推進について 

・平和教育について 

・中学校の統廃合について 

 

 

 

 

 

 

総合教育会議 

○第１回  

令和元年７月 22 日（月） 

・いじめの現状について 

・奨学金制度について 

・えないっぱい給食について 

 

○第２回  

令和２年３月 27 日（月） 

・新型コロナウイルスの対応につ

いて 

 

 総務文教委員と語る会では、各テ

ーマについて説明をするとともに、

教育委員会の考え方、方針について、

現状の説明をした。 

 恵那市が力を入れているコミュニ

ティスクールについて、議員から「子

どもたちに地域の文化、観光を知っ

てもらうことが大切。難しく考えず、

子どもたちが地域に入りやすいよう

進めていけばよい」との意見があっ

た。 

 活発な意見交換により、情報を共

有できた。 

 

総合教育会議では、各テーマにつ

いて説明後、市長と教育委員との意

見交換を行った。 

 第２回の会議では、事務局から新

型コロナウイルスによって、日々

刻々と変化していく状況に対する市

の対応について説明をした。市長か

らは「環境を整備することにより、

家庭でもどこにいても授業を受ける

ことができるようになる。リスク回

避の手段としてもＧＩＧＡスクール
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・ＧＩＧＡスクール構想について

 

 

 

 

 

第２回 

恵那市ＰＴＡ連合会研究大会 

令和元年 11 月８日（金） 

・講話「コミュニティスクールの

推進とＰＴＡの役割」 

・体験型研修「授業体験」 

① 中学校英語科授業 

② 小学校英語科授業 

③ 小学校算数科授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策へ

の取り組み 

・３月２日（月）～26 日（木） 

小中学校臨時休業 

・３月 27 日（金）～４月６日（月）

  春休み 

 

・３月６日（金）中学校卒業式 

・３月 25 日（水）小学校卒業式 

・３月 26 日（木）小中学校修了式

構想を早期に実現していきたい」と

発言があった。学校と子どもをつな

ぐ手段としてＧＩＧＡスクール構想

の早期実現に向けて、意見交換を行

った。 

 

 「育てよう、“人”と“こころ”の

つながりを」を大会スローガンとし

て、第２回の研究大会を恵那西中学

校で開催された。 

 コミュニティスクールをより多く

の保護者の方に知っていただくた

め、恵那市育委員会より「コミュニ

ティスクールの推進とＰＴＡの役

割」について講話を行い、理解を深

めていただいた。 

 また体験型研修として、子どもた

ちが受けている授業を、実際に保護

者も受けてみる「体験」活動に、Ｐ

ＴＡ役員をはじめ、保護者会員、教

職員会員、一般の方など 110 名が参

加された。英語ではＡＬＴの活躍、

算数ではＩＣＴの活用など、今行わ

れている授業について学んでいただ

いた。 

 

新型コロナ対策について、２月 27

日に全国一斉休校をするよう国の要

請があり、翌 28 日臨時校長会で市の

方針を説明。３月２日（月）から 26

日（木）まで小中学校を臨時休業と

した。休業までの時間がない中、子

どもの居場所の確保を第一に考え、

各コミュニティセンターを開放する

ともに、大井町、長島町については

学校を開放して、市の職員および学

習支援員等を配置し居場所の確保に

努めた。 

9



 

修了式については、卒業式同様、

時間短縮で実施し、スクールバス等

の３密を回避するため、貸切バスを

投入して子供の送迎を行った。 

かつて経験のない社会情勢の中、

学校では毎日ホームページを更新

し、児童生徒へのメッセージを発信

したり、学習や生活の支援をしたり

して、子どもと学校をつなぐ取り組

みを行った。 

 

【評価】 

  

Ｂ 
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【教育行政評価委員会からの意見】 

 

1. 教育委員会の活動状況について 

 

（1）教育委員会会議の実施状況 

 ・適切であると思う。 

  

 ・令和元年度に可決・協議した事柄が、令和２年度になって修正、変更することにな

ったことはなかったか。 

 

 ・教育委員会の重点目標の進捗状況の確認をはじめ、各園・小・中学校の状況、各施

設の利用状況など毎月報告されており、現状把握に努められている。 

 

 ・東京オリンピック 2020 大会のポーランドカヌーチームの事前キャンプ地に恵那市

笠置峡が決定、オリンピック開催は来年に延期されたが、子どもたちをはじめ、市

民の協力、関心が期待される。 

 

 ・中央図書館の報告で、子どものころから本に親しむ環境を整えることに力を入れ、

市内小中学校への貸し出しが 33％増加したことは評価でき、継続した取り組みが

必要である。 

 

 ・例年どおりの定例会議、臨時会議であり、確実に教育委員会が機能していることは

ありがたいことである。審議件数が前年度より半減している理由も記載してほしい。 

 

 ・定例会の番号の振り方について、４月から始まれば、４月の定例会が第１回のほう

が分かりやすい。ボート・カヌー場整備については、地域の活性化に生きると思う

が、その活用計画をスポーツ課で提示し、利用度を上げる工夫を笠置町の専門家と

話し合う必要がある。 

  

 ・図書館の来館人数の減少の原因について明らかにしてほしい。（図書館の方針変更

か。）小中学校への貸出冊数が増加した手立てを知りたい。 

 

 ・新型コロナ流行による緊急事態宣言による臨時休校という突発的事故に対して『子

どもを守る』を第一に考えて、対応策を即時発出されたことは教育委員会が機能し

ている証である。子どもの居場所づくりについても、地域の実情に応じた措置であ

り、卒業式・修了式についても同じである。スクールバス通学についても、三密を
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防ぐ対策をしている。その後、子どもの学習についても、順次工夫をしてくださっ

ている。 

 

 ・休暇明けの子どもたちのストレス、不規則な生活、不登校の増加が言われているが、

恵那市ではどうか。 

 

 ・臨時会議が多く開催されることがあってはいけないと思う。会議の回数については

特に問題はない。 

 

 ・新型コロナウイルスの関係で、子どもたちが外に出られない状況だった。図書館も

閉館されており、本を借りて読むこともできなかたため、今後について検討してい

ただきたい。 

 

（2）調査活動等の状況  

 ・市外視察の「みさとの丘学園」は大変興味深く、詳しくお話を伺いたい。 

 

 ・市内視察はとても精力的に行ってくださり、ありがたい。大変だとは思うが、現場

へ行かないと分からないこともあると思うので、今後も継続してほしい。 

 

 ・市町村教委連研究総会については、準備から当日、事後のまとめまでお疲れ様でし

た。有意義な会であったと聞いている。 

 

 ・令和２年度の学校現場は、これまでの常識が 180 度くつがえるようなことばかりで

ある。物心両面でのご支援をお願いしたい。 

 

 ・恵那市が力を入れているコミュニティスクールについて、学校関係者だけでなく、

広く市民に周知し、子ども、学校、地域のつながりの中で進めていく手も必要では

ないか。 

 

 ・新型コロナウイルス感染症対策への取り組みについて、長期休暇になる場合、家庭

でもどこにいても授業を受けることができるように、学校と子どもをつなぐ手段と

してＧＩＧＡスクールの早期実現を期待する。 

 

 ・調査活動について、社会教育研究大会、義務教育学校の視察をされた。研究大会に

参加して教育行政の遂行に必要と思い、参考にしたいことは何か。義務教育学校の

利点とは何か。その学校の子どもたちの活気ある学校生活を送っている要因は何か
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などを明らかにしてほしい。 

  

 ・学校訪問については、こまめに訪問し、子どもの様子や教職員の声を聴いてくださ

り、教育指導の方策に生かしてくださっていることは、うれしいことである。学校

の現状からみて、課題は何か。教職員は今後の教育活動を進めるうえで何を求めて

いるのでしょうか。 

 

 ・総務文教委員の方々の意見を大切にしながら、教育方策に生かせることは生かして

ほしい。教育委員会の政策について、理解・協力を得ることで、教育成果はあがる

と考えている。 

 

 ・ＧＩＧＡスクール構想とは何か。説明してほしい。今回のコロナによって学校と家

庭をオンラインで結ぶ教育活動を見た。慣れない中、先生方はよく努力をしていた

と思う。ＰＴＡ連合会で親が授業を受ける体験活動については、素晴らしい発想の

転換だと思う。立場を変えてみる体験については、他でも応用できそうである。 

 

 ・子どもたちは、学校が再開されてずいぶん学校に慣れてきた。部活動も再開され楽

しそうに通っている。この臨時休業があったことにより、学校のありがたさが分か

った。 

 

 ・恵那市の現状を考えると、恵那南地区の中学校について、統合していく必要がある

のか。視察先のみさとの丘学園のような義務教育学校のほうがあっているのではな

いか。市としての考えはどうか。 

 

 ・えないっぱい給食で市内産の食材を使った給食を子どもたちは食して、食育にもつ

ながる。継続してほしい。 
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

高等教育振興事業費
（学ぶ力）

教育総務課

こども園改修事業費

幼児教育課

こども園教育・保育推進
事業費
（安心子育て）

幼児教育課

教育・保育施設支援事業
費
（安心子育て）

幼児教育課

こども園建設事業費
（安心子育て）

幼児教育課

こども園発達障がい児等
支援事業費
（安心子育て）

幼児教育課

第３章　令和元年度　教育委員会事務事業の執行状況　点検評価シート

　おさしま二葉こども園駐車場整備を行った。
・工事請負費

Ｃ Ｃ

53,863

02　総務費

01　総務管理費

16　学ぶ力をつける

　市内高等学校の魅力を高めるため、高校と企業が連携し魅力ある高校
づくりを支援することに加え、恵那南高校に明知鉄道で通学する生徒に
通学定期の半額補助を行った。
・コーディネーター賃金等
・ＡＬＴによる英会話講座報酬等
・委託料（６次産業教育推進業務委託等）
・通学費補助事業（78人）

5,501 Ｃ Ｂ

　支援が必要な園児に対して、加配保育教諭を配置するなど、一人ひと
りの発達に配慮した保育を実施した。
・人件費（一般職非常勤６人、臨時的任用30人）
・報償費（研修会等謝礼）
・旅費（一般非常勤職員・臨時的任用職員通勤費）
・需用費（消耗品費）
・備品費

Ｃ Ｃ

03　民生費

02　児童福祉費

03　こども園施設費

49,445

　おさしま二葉こども園の開園により用途廃止をした、二葉こども園園
舎解体工事を行った。
　また、昨年度に引き続き、空調設備の整備を行った。
・二葉こども園園舎解体整地工事
・南部こども園空調設備設置工事（繰越分）

Ｃ Ｃ

04　安心して子どもを育てる

　こども園（14園）では、園児一人ひとりの発達に応じて「生きる力」の基礎
となる資質・能力を一体的に育むことを目的に、恵那市幼児教育の共通の取り
組みとして４本の柱（あいさつ、読書活動、英語遊び、特色ある園活動）を掲
げて教育・保育を実施した。
・人件費（職員75人、一般職非常勤12人、臨時的任用107人）
・報償費（研究会等謝礼）
・旅費（一般職非常勤職員・臨時的任用職員通勤費他）
・需用費（消耗品費、光熱水費、修繕費、賄材料費）
・役務費（通信運搬費、電話料、手数料、保険料他）
・委託料
　　保守点検委託料（建物維持管理保守等）
　　業務委託料（指定管理委託料等）
・使用料及び賃借料（器具借上料、土地借上料、複合機借上料）
・原材料費（こども園砂場用の砂他）
・備品購入費（保育備品、絵本購入他）
・負担金補助及び交付金（災害共済給付掛金、通園助成補助他）
・公課費（岩村、山岡こども園　園バス重量税）

1,059,930 Ｃ Ｃ

225,554

　私立保育所２園と保育の実施に関する委託契約を締結し、園の運営費
として国の基準により算出した委託料を支払った。
　認可小規模保育事業所１カ所に運営費の交付を行った。
　保護者の利便性を図るため、市外私立保育所等（７園）への広域入所
を実施した。
・委託料（市内私立保育所２園等）
・負担金補助金及び交付金
　　延長保育事業補助金
　　認可保育所運営費
　　保育所等整備補助金（繰越分）
・償還金利子及び割引料

Ｃ Ｃ

13,878
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

教育委員会費

教育総務課

教育総務一般管理経費

教育総務課

教員住宅維持管理経費

教育総務課

学校教育一般経費

学校教育課

奨学資金貸与基金積立金
経費

教育総務課

遠距離通学等対策事業費
（移動）

教育総務課

学校教育研究事業費
（学ぶ力）

学校教育課

10　教育費

01教育総務費

177,161

　教育委員会事務局に係る事務局経費
・職員給与費　16人、教育長
・報償費（教育行政評価委員、トイレ洋式化検討委員）
・旅費
・需用費（消耗品・燃料費）
・役務費（通信運搬費・自動車損害保険料）
・負担金補助及び交付金
・その他経費

Ｃ Ｃ

02　事務局費

01　教育委員会費

1,795
　教育委員会定例会12回、臨時会１回を開催した。
・委員報酬
・事務費

Ｃ Ｃ

3 運用基金繰出金 Ｃ Ｃ

03　移動手段を充実する

1,702

　教職員住宅（全39戸）の施設の維持管理・修繕を実施し、良好な居住
環境の維持に努めた。
・需用費（電気代、光熱水費、建物修繕料）
・役務費（火災保険料、検査手数料等）
・委託料（施設管理委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）

Ｃ Ｃ

212
　小学校・中学校教育に係る一般事務経費
・事務費（需用費・役務費・公課費等）

Ｃ Ｃ

04　学ぶ力をつける

10,267

　教員への適切な指導、援助を充実させ、教育における今日的な課題に
対応し、教育の資質向上と教育内容の充実のためテーマに基づく研究に
取り組み、学校教育の向上を図った。
・研究指定校事務費等
・ハイパーＱＵ・知能検査等
・キャリア教育保険料等（職場体験損害賠償保険等）
・パワーアップセミナー等講師謝礼
・岐阜県小中学校教育研究会等負担金
・副読本、研究所だより等印刷費
・その他

Ｃ Ｃ

　遠距離通学児童・生徒の安全な登下校のため、スクールバスの運行と
定期券回数券の交付に加え、公共交通機関やスクールバスの利用ができ
ず自家用車で送迎している保護者に対し、通学補助金を交付した。また
老朽化した車両３台を更新し、より安全な登下校に努めた。
・需用費（消耗品・燃料費・光熱水）
・役務費（通信運搬費・手数料・保険料）
・スクールバス運転業務委託
・スクールバス購入費（上矢作１号・ふく号・５号車）
・通学補助金（15人）
・公課費

82,318 Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

学校教育課

教育発達相談支援事業費
（学ぶ力）

学校教育課

小学校施設管理経費

教育総務課

小学校運営一般経費

学校教育課

特色ある教育推進事業費
（学ぶ力）

　特色ある教育推進のため、外国語指導助手の導入。６人の外国人講師
を各小中学校に配置して巡回し、英語教育および外国語活動の充実を
図った。また学校の教育諸活動を充実・活性化させるための支援、コ
ミュニティスクールの活動による地域との学びの推進、スケート教室の
開催、ＰＴＡ連合会補助、家庭教育学級運営補助等を行った。
・スケート教室の開催
　　施設使用料
　　バス借上料
・外国語指導
　　社会保険料等
 　 ＡＬＴ相談員賃金　１人
　　ＪＥＴ外国青年招致事業人員割会費等
　　ＡＬＴ報酬　６人
　　ＡＬＴ相談員通勤費等
　　傷害保険料
・ふるさと魅力体験事業
・ＰＴＡ連合会補助
・家庭教育学級運営補助
・学校図書館維持運営費
・東濃地区教育推進協議会分担金等
・総括指導（コミュニティスクール、ＰＴＡ）相談員賃金　２人
・備品購入費
・その他

43,218 Ｃ Ｃ

38,646

　専門相談員を配置して、発達障がいに係る相談業務および発達検査を
行うことにより、家庭や学校、こども園などにおける支援のあり方につ
いての助言や指導を行った。また保健センターやこども発達センターと
の連携により、発達障がいの早期発見から早期療育につなぐ取り組み等
を行った。また不登校児童生徒に対する適応指導教育相談の充実も行っ
た。
　心の教室相談員を不登校および問題行動のある児童生徒が多く在籍す
る小・中学校に配置することにより、児童生徒および保護者の相談等に
応じ子どもの自立援助を行った。
・専門相談員賃金
　　心の教室相談員　11人
  　適応指導教室指導員、相談員　６人
　　教育発達相談センター相談員　９人
　　教育相談員　１人
　　発達相談員謝礼
・社会保険料
・通勤費
・需用費
・備品購入費
・その他

Ｃ Ｃ

02　小学校費

101,331

　小学校14校、130学級、児童数2,529人の教育活動を円滑に展開するた
めの管理運営経費
・職員給与費（用務員）　３人
・非常勤職員人件費　13人
・社会保険料等
・報償費
・光熱水費
・役務費
・使用料及び賃借料
・備品購入費
・管理運営経費（消耗品、燃料費、修繕料）
・その他

Ｃ Ｃ

01　学校管理費

54,152

　市内の小学校の施設、設備が安全に使用できるように適正な維持管
理・修繕に努めた。
・需用費（消耗品、修繕料、遊具修繕料）
・役務費（手数料、建物共済保険金）
・委託料（施設管理委託料、実施設計委託料、業務委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）
・工事請負費
　　旧吉田小学校東・西倉庫解体工事
　　旧吉田小学校キュービクル変圧器取替工事
　　長島小学校放送設備改修工事
　　上矢作小学校非常放送設備取替工事
　　大井第二小学校通級教室改修工事
・原材料費
・負担金及び交付金（施設維持負担金）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

小学校教育振興費
（学ぶ力）

学校教育課

小学校施設改修事業費

教育総務課

中学校施設管理経費

教育総務課

中学校運営一般経費

学校教育課

中学校教育振興費
（学ぶ力）

学校教育課

02　学ぶ力をつける

03　中学校費

01　学校管理費

32,078

　市内の中学校の施設、設備が安全に使用できるように適正な維持管
理・修繕に努めた。
・需用費（消耗品、修繕料）
・役務費（手数料、建物共済保険金）
・委託料（施設管理委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）
・工事請負費
　　串原小中学校バックネット解体工事
　　恵那北中学校火災受信機撤去工事
　　恵那北中学校複合受信機設置工事
　　恵那東中学校特別支援学級改修工事
・原材料費
・負担金及び交付金（施設維持負担金）

Ｃ Ｃ

03　学校建設費

600,040

　学校側や地元の要望を受け、小学校施設の改修等を行い、安心・安全
な環境の維持に努めた。
　平成30年度に引き続き、近年の猛暑に対応して、児童が安心・安全な
環境で学べるように教室に空調設備を設置した。
・委託料
　　明智小学校プール改修設計業務
　　旧吉田小学校ＰＣＢ廃棄物収集運搬処分業務
・工事請負費
　　岩邑小学校屋内運動場非構造部材耐震化工事
　　明智小学校プール改修工事
　　山岡小学校プール汚物中継槽設置工事
・工事請負費（H30繰越）
　　市内小学校空調設備設置工事

Ｂ Ｂ

116,413

　学習支援員の配置、児童就学援助、理科教育施設整備事業、特色ある
学校づくり補助金交付や、学校情報化推進による校務効率の向上および
近年高度化し必要とされる情報リテラシーの習得推進を行った。ＩＣＴ
教育の推進として、全学校に大型モニターの導入、デジタル教材の導入
を行った。
・非常勤職員人件費（学習支援員）　45人
・児童就学援助費（準要保護児童援助・特別支援教育就学奨励）
・補助金（学校教育振興事業（特色ある学校づくり事業））
・備品購入費
・機器等保守点検委託料
・機器等使用料及び賃借料
・需用費（教科書、消耗品、修繕料等）
・負担金

Ｃ Ｂ

02　学ぶ力をつける

68,815

　学習支援員の配置、生徒就学援助、理科教育施設整備事業、部活動補
助、特色ある学校づくり補助金交付や、学校情報化推進による校務効率
の向上および近年高度化し必要とされる情報リテラシーの習得推進を
行った。ＩＣＴ教育の推進として、全学校に大型モニターの導入、デジ
タル教材の導入を行った。
・非常勤職員人件費　７人
・生徒就学援助費（準要保護生徒援助・特別支援教育就学奨励）
・補助金（学校教育振興事業「特色ある学校づくり事業」）他
・備品購入費
・機器等保守点検委託料
・機器等使用料及び賃借料
・需用費（教科書、消耗品、修繕料等）
・負担金

Ｃ Ｂ

59,479

　中学校８校、54学級、生徒数1,255人の教育活動を円滑に展開するため
の管理運営経費
・職員給与費（用務員）　２人
・非常勤職員人件費　９人
・報償費
・光熱水費
・役務費（通信運搬費）
・使用料及び賃借料
・備品購入費
・管理運営経費（消耗品、燃料費、修繕料）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

中学校施設改修事業費

教育総務課

私立幼稚園支援経費
（安心子育て）

幼児教育課

社会教育総務費

生涯学習課

明智かえでホール管理運
営経費

生涯学習課

恵那文化センター管理経
費

生涯学習課

04　幼稚園費

01　安心して子どもを育てる

Ｃ Ｃ

03　学校建設費

289,985

　学校側や地元の要望を受け、中学校施設の改修等を行い、安心・安全
な環境の維持に努めた。
　平成30年度に引き続き、近年の猛暑に対応して、生徒が安心・安全な
環境で学べるように教室に空調設備を設置した。
・工事請負費
　　恵那西中学校駐輪場新設工事
・工事請負費（H30繰越）
　　市内中学校空調設備設置工事

Ｂ Ｂ

02　文化施設管理費

10,591

　かえでホールの運営・維持管理を行った
　明智かえでホール利用状況
　　開館日数　295日
　　延べ利用者数　12,126人（ホール7,506人、会議室等4,620人）
・需用費（光熱水費、空調機器修繕等）
・役務費（電話料金）
・委託料
　　窓口業務
　　ホール音響照明機器他保守点検業務
　　空調設備保守点検業務
　　舞台設備保守点検業務
　　施設清掃業務他
・使用料及び賃借料（土地借上料他）
・備品購入費

Ｃ Ｃ

05　社会教育費

01　社会教育総務費

76,436

　社会教育委員会を年６回開催し、乳幼児期の家庭教育学級やコミュニ
ティセンター塾長会・主事会を視察し、現場の状況を把握することで今
後の社会教育に対する課題等を議論した。
　社会教育の振興を進めるため、社会教育指導員を雇用し、その活用を
行った。
・職員給与費　８人
・社会教育委員報酬　14人
・社会教育指導員報酬　２人
・共済費
・賃金
・旅費（非常勤職員通勤費）
・需用費（消耗品費）
・負担金補助及び交付金
　　岐阜県社会教育委員連絡協議会他
　　恵那市生活学校運営補助金

Ｃ Ｃ

41,848

　４月から９月分の私立幼稚園授業料について、公立こども園等との格
差是正を目的に、就園奨励費補助金を助成した。10月から実施された幼
児教育・保育の無償化制度による子育てのための施設等利用給付等を
行った。
・就園奨励費補助金　163人
・施設等利用給付　209人
・補足給付事業　86人

207,469

　市民の芸術、文化にふれあい親しむ場の提供および生涯学習活動の拠
点施設として、適正な管理運営に努めた。
　文化センター利用状況
　　開館日数　294日
　　延べ利用者数　96,801人
　　　　　　　　　（文化会館53,156人　中央公民館43,645人）
・職員給与費　４人
・需用費（光熱水費、修繕費、消耗品等）
・役務費
・委託料
・使用料及び賃借料
・工事請負費
・備品購入費

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

生涯学習課

市民会館管理費

生涯学習課

伝統芸能保存伝承事業費
（歴史文化）

生涯学習課

生涯学習課

文化財の調査・保存・活
用事業費
（歴史文化）

05　歴史・文化を活かす

102,309

　恵那市民に生涯学習の場として、資料、情報を収集提供した。読書啓
発事業では、市民協働による事業を開催し、利用者の拡大に繋がった。
こどもの読書活動推進については、各段階での取り組みにより、本に触
れ合う機会を提供し、読書への関心を高めるよう努めた。
　開館日数　287日
　貸出利用冊数　296,365冊
　貸出利用人数　61,139人
　来館者数　139,185人
・委員報酬（図書館協議会委員　11人）
・職員給与費（職員３人）
・報酬費（通勤費含む）
・賃金等（通勤費含む）
・報償費
・光熱水費・燃料費
・印刷製本費・消耗品
・修繕費
・役務費
・委託料
・使用料及び賃借料
・負担金補助及び交付金
・基金積立金
・備品購入費
・その他（事務費等）

ＣＣ

04　市民会館管理費

03　図書館運営管理費

図書館運営経費

6,911

　コミュニティ活動や生涯学習の推進を図るため、コミュニティ施設、
多目的施設の一体的な管理運営を行った。
　年間294日開館し、2,567件、延べ39,023人の利用があった。
・賃金等
・需用費（光熱水費、修繕費、消耗品等）
・役務費
・委託料
・土地借上料等

Ｃ Ｃ

　伝統芸能大会開催費用の負担、伝統保存文化育成事業への助成を行
い、芸術文化の振興と伝統芸能の保存伝承活動への支援を図った。
・負担金補助及び交付金
　　いわむら城址薪能実行委員会活動事業
　　文化振興会伝統保存文化育成事業
　　第30回恵那市伝統芸能大会事業
　　第24回岐阜県文楽能大会開催地負担金
　　第19回岐阜県獅子芝居公演他負担金

7,894 Ｃ Ｃ

118,118

　国選定の文化財である岩村町本通り伝統的建造物群保存地区の保存・活用事
業として、地区内の建造物等の修理・修景工事に対する補助を行った。
　岩村町字城山地内の立木の伐採事業や、正家廃寺跡の旧資源センターの撤
去、明治天皇行在所の工事開始など、文化財の保護と景観整備を行い保存・活
用に努めた。
　岩村町本通り町屋活用施設と旧三宅家の指定管理、各資料館管理業務に対す
る委託を行った。
・報酬（文化財保護審議会等委員報酬）
・共済費
・賃金（文化財管理学芸員、事務職員）
・報償費（中山道ひし屋資料館筑前琵琶演奏会出演者謝礼等）
・旅費
・需用費（調査報告書等印刷、文化財修繕、光熱水費等）
・役務費（通信運搬費、建物保険料等）
・委託料
　　岩村町本通り町屋活用施設指定管理業務
　　旧三宅家指定管理業務
　　岩村歴史資料館管理業務
　　中山道ひし屋資料館管理業務
　　明治天皇大井行在所工事監理業務
　　岩村町字城山地内立木伐採業務
　　赤色立体地図作成業務
　　危険木伐採業務
　　岩村歴史資料館夜間等警備業務他
・使用料及び賃借料（土地借上料、通行料等）
・工事請負費
　　行在所主屋改修工事
　　旧リサイクルセンター建屋他解体工事
　　岩村歴史資料館便所改修工事
　　岩村城藩主邸跡太鼓櫓階段部緊急修繕工事
・原材料費
・公有財産購入費（長屋門）
・備品購入費（歴史資料館展示用備品）
・負担金補助及び交付金
　伝統地区保存修理事業補助金
　岩村町秋祭行事保存会補助金

ＢＢ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

美術館管理運営経費
（歴史文化）

生涯学習課

中央公民館講座運営事業
費
（学ぶ力）

生涯学習課

図書館購入事業費
（学ぶ力）

Ｃ Ｃ

生涯学習課

読書習慣づくり事業費
（学ぶ力）

生涯学習課

読書環境推進事業費
（学ぶ力）

生涯学習課

コミュニティセンター講
座運営事業費
（学ぶ力）

生涯学習課

人権尊重教育事業費
（共生）

生涯学習課

11,439

　郷土資料等、特色のある図書購入を行い、中央図書館利用者の要望に
応じ、幅広い分野の図書資料購入に努めた。
　蔵書冊数　247,727冊
・図書購入費　（6,948冊）
・需用費（新聞・雑誌購入費）

364

　ブックスタート事業として、７カ月児教室にて図書館ボランティアの
協力の下、絵本をプレゼントし、赤ちゃんと絵本と共に過ごす大切さを
伝え、親子で本に親しむきっかけづくりを行った。
　切れ目のない子ども読書推進を図るため、３歳児に読書手帳を配付し
て50冊を読むと絵本をプレゼントするファーストメッセージ事業を行
い、親子で多くの本と親しむ習慣づくりを進めた。
　ブックスタート実施回数　16回
　　　　　　　　実施人数　253人
　幼児用読書手帳絵本引き換え人数　57人
・需用費（配付用絵本購入）

ＣＣ

1,691

　図書館サポーターと連携して、読書に親しむ機会づくりを行った。
　おはなしの会　年間104回　参加者　延べ1,440人
　地域の読書活動を推進するため、地域の読書環境整備およびイベント
等による読書機会づくりを行った。
・委託料（読書活動推進委託料）
・負担金補助及び交付金
　　山岡図書サポーター文月
　　ブックサポーター上矢作
　　くしはらブックサポーター
　　おはなしの会やまびこ
　　たけなみブックフレンドきつつき
　　東野おはなしの会ちちんぷい

54,709

　公益財団法人中山道広重美術館に指定管理委託を行い、適正な管理運
営に努めた。
　浮世絵を中心とした特別企画展を３回、企画展を５回開催した。この
他に講座の開講やこども版画コンクールなどの教育普及事業も実施し
た。
・委託料（指定管理業務）
・工事請負費（入退室・中央監視システム工事）
・負担金補助及び交付金（美術館運営事業補助金）

Ｃ Ｃ

06　学ぶ力をつける

2,870

　市民三学運動を推進するため、三学のまちづくり推進委員会を年３回
開催した。
　また中央公民館と市民会館において市民講座を開講し、学習機会の創
出と生涯学習団体の育成を図った。
・委員報酬
・報償費
・費用弁償
・需用費
・役務費
・委託料
・負担金補助及び交付金

Ｃ Ｃ

ＣＣ

60,150

　市民三学運動を推進するため、各コミュニティセンターに三学塾塾長
とコミセン主事を配置し、地域のまちづくりと生涯学習を一体的に推進
した。
　また各コミュニティセンターを拠点として、市民講座等を開催して、
地域の生涯学習の推進を図った。（267講座、参加者延べ3,181人）
・報酬（主事）
・共済費（塾長、主事）
・賃金（塾長）
・報償費（講師謝礼）
・旅費（塾長、主事）
・需用費（消耗品費等）

ＣＣ

07　共に生きる力をつける

1

　人権啓発活動の一環として「知的障がいのある長女と共に明るく元気
に」～人権否定のない世の中に～と題し、講師に辻イト子氏を招き、人
権教育講演会を開催した。
　講演会を通じて、家庭、学校、地域における子どもとのかかわり方や
心の問題について理解を深めた。
・需用費（講師用弁当代）

ＣＣ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

三学のまち推進事業費
（共生）

生涯学習課

青少年育成事業費
（共生）

生涯学習課

文化芸術振興事業費
（生きがい）

生涯学習課

08　生きがいを持って暮らす

6,249

　生涯学習とまちづくりを一体的に推進するため、市内13地域に組織し
た市民三学地域委員会による「市民三学地域塾」を実施した。
　市民三学運動の一環として、「大学連携講座」、「先人顕彰事業（梅
村庄次郎・橋本幸八郎・山本誠之助）」を実施した。
　また先人の業績を顕彰し、現代人の生き方や考え方、教育のあり方な
どを共に考え、学ぶための公募賞である「下田歌子賞」を実施した。
・報償費（講師謝礼）
・旅費（嚶鳴協議会等）
・需用費（消耗品費、印刷製本費等）
・役務費（郵便料、電話料、傷害保険料）
・委託料（先人学習講座、講座託児）
・負担金補助（三学まちづくり支援事業、下田歌子賞等）

ＣＣ

9,196

　青少年育成推進員を委嘱し、青少年育成市民会議の企画運営および各
部会での活動を行い、青少年健全育成の推進に努めた。
　青少年育成市民会議では「地域」「家庭」「仲間」づくりの３つの部
会の活動を通し、心豊かでたくましい青少年の育成を図り、青少年の健
全育成を推進した。
　成人式では、18人の実行委員を中心に式典やアトラクションの企画運
営を行った。
　放課後子ども教室では、各小学校の余剰教室等を活用し、地域のさま
ざまな方の参画を得て、子どもたちとともに学習やスポーツ・文化活動
を通して、自主性・社会性・郷土愛等のより一層の向上を図った。
・報償費（青少年育成市民会議推進員、子ども教室謝礼、成人式記念品
等）
・需用費（子ども教室消耗品、成人式食糧費、印刷製本費等）
・役務費（郵便料、電話料、子ども教室保険）
・委託料（子ども教室業務委託）
・負担金補助及び交付金
　　恵那市青少年育成市民会議負担金
　　県青少年育成推進指導員分担金等
　　恵那市子ども会指導者連絡協議会補助金
　　団体補助金

ＣＣ

25,561

　市文化祭、恵那文化会館・かえでホール自主文化事業を公益財団法人
恵那市文化振興会に委託し、芸術文化の振興を図った。
・委託料
　　恵那文化会館・かえでホール自主文化事業開催業務
　　恵那市文化祭開催業務
・負担金補助及び交付金
　　文化振興会育成事業補助金
　　全国伝統的建造物群保存地区協議会他負担金

ＣＣ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

スポーツ課

スポーツ課

学校保健経費

学校教育課

06　保健体育費

01　スポーツ施設管理費

スポーツ施設管理経費
Ｃ Ｃ

スケート場維持管理経費
108,283

　令和元年度も引き続き、「岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場」
の適切な管理運営と利用促進を図るよう努めた。
　岐阜県よりクリスタルパーク恵那スケート場管理運営の指定管理を受
け、岐阜県スケート連盟、岐阜県インラインスケート協会、恵那市体育
連盟等の協力を得て、スケート競技会、教室また各種イベントを実施
し、安心して施設利用できる環境の維持・向上に努めた。令和３年１月
に開催される冬季国体スピードスケート大会に向け、今年度はジャパン
カップスピードスケート競技会を国体リハーサル大会と位置づけ開催し
た。
　利用者数は武並町夏祭りの中止、暖冬の影響などにより前年より6,974
人減少し、75,308人にとどまった。
・報償費（各種教室講師謝礼）
・需用費
　　消耗品費
　　燃料費（Ａ重油・ＬＰガス等）
　　印刷製本費（ポスター、チラシ）
　　電気・水道代
　　修繕費（発電機修繕等）
・役務費（広告料、電話料等）
・委託料（製氷管理、施設管理、テレビＣＭ委託等）
・使用料（スケート貸靴使用料等）
・工事請負費（駐車場区画線設置工事）
・公課費（自動車重量税）

Ｃ Ｃ

97,789

　社会体育施設、学校開放施設を市民が安心安全に利用できるよう必要
な修繕や施設の適正な維持管理に努めた。
　まきがね公園弓道場の防矢ネットの新設、毛呂窪体育館屋根の改修を
行った。
・報償費（岩村・笠置地区スポーツ施設鍵受渡謝礼）
・需用費（施設修繕、消耗品、電気、水道料等）
・役務費（浄化槽点検手数料、設備保険料）
・委託料
　　指定管理委託料
　　　まきがね公園施設・西グラウンド、体育館
　　　山岡地区
　　　明智地区
　　　上矢作プール
　　保守点検委託料
　　　電気保安・点検業務、消防設備点検
　　　中野方グラウンド支障木伐採
　　管理委託
　　　岩村グラウンド施設
　　　上矢作体育施設トイレ清掃
　　　上矢作体育館周辺草刈
　　　毛呂窪体育館トイレ清掃
　　　毛呂窪体育館、グラウンド草刈
　　　笠置峡屋外トイレ清掃
・使用料及び賃借料
　　まきがね公園土地借地料
　　明智ＢＧ土地借上料
・工事請負費
　　まきがね公園弓道場防矢ネット新設
　　山岡ＢＧプールテント張替
　　毛呂窪体育館屋根改修
・原材料費
　　学校グラウンド補充用砂
・備品購入費
　　まきがね公園体育館バドミントン支柱
・負担金補助およぎ交付金
　　体育施設協会会費

24,465

　児童生徒の心身の健康保持増進を図るために各種健診・各種施設検査
および災害共済給付事業を実施した。
・報酬（嘱託学校医等）
・報償費、旅費
・需用費
・役務費（健診手数料等）
・負担金
　　スポーツ振興センター負担金
　　各種団体負担金
・ストレスチェック等委託料
・備品購入費

ＣＣ

02　学校保健費
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

学校給食センター一般経
費

教育総務課

恵那市学校給食センター
維持運営費

教育総務課

岩村学校給食センター維
持運営費

教育総務課

山岡学校給食センター維
持運営費

教育総務課

明智学校給食センター維
持運営費

教育総務課

スポーツ推進一般経費

スポーツ課

03　学校給食費

174

　恵那市内の給食センター４施設の適正な運営に努めた。
・報酬（学校給食運営委員会等）
・事務費
・学校給食費口座振替手数料
・諸団体負担金

Ｃ Ｃ

338,847

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスのとれた学校給食を提供した。また施設の適正な維持管理に努
めた。
　給食実施状況　　　　校数　　給食日数　　給食数
　　小学校　　　　　　　９　　　184日　　　342,383食
　　中学校　　　　　　　３　　　184日　　　169,098食
　　こども園　　　　　　２　　　183日　　　 26,052食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　 6,855食
　　合計　　　　　　　　14　　　　　　　　 544,388食
・職員給与費　２人
・賃金等　１人
・給食材料費
・給食調理配送業務委託料
・備品購入費
・一般経費（維持管理費）

ＣＣ

94,843

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスのとれた学校給食を提供した。また施設の適正な維持管理に努
めた。
　給食実施状況　　　　校数　　給食日数　　給食数
　　小学校　　　　　　　２　　　178日　　　 63,207食
　　中学校　　　　　　　２　　　181日　　　 32,760食
　　こども園　　　　　　２　　　219日　　　 34,280食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,805食
　　合計　　　　　　　　６　　　　　　　　 133,052食
・職員給与費　１人
・給食材料費
・一般経費（維持管理費）

ＣＣ

90,300

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスのとれた学校給食を提供した。また施設の適正な維持管理に努
めた。
　給食実施状況　　　　校数　　給食日数　　給食数
　　小学校　　　　　　　１　　　181日　　　 31,186食
　　中学校　　　　　　　１　　　183日　　　 18,205食
　　恵那特別支援学校　　１　　　180日　　　 38,663食
　　こども園　　　　　　１　　　219日　　　 15,443食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,939食
　　合計　　　　　　　　４　　　　　　　　 106,436食
・職員給与費　１人
・給食材料費
・一般経費（維持管理費）

ＣＣ

75,960

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスのとれた学校給食を提供した。また施設の適正な維持管理に努
めた。
　給食実施状況　　　　校数　　給食日数　　給食数
　　小学校　　　　　　　２　　　178日　　　 51,925食
　　中学校　　　　　　　２　　　180日　　　 25,480食
　　こども園　　　　　　２　　　219日　　　 24,736食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,496食
　　合計　　　　　　　　６　　　　　　　　 104,637食
・職員給与費　１人
・給食材料費
・一般経費（維持管理費）

ＣＣ

04　スポーツ推進総務費

66,872

　スポーツ推進計画および行動計画に基づき、進捗管理を行い、スポー
ツの推進に努めた。
　ＢＧ地域海洋センター活動では、全国サミットに副市長および教育長
が出席し、所在自治体との情報共有や連携強化により、さまざまな課題
に取り組んでいる。令和元年度恵那市は、中部および県連絡協議会事務
局となりＢＧ財団と連携し、協議会の活動計画、運営を行った。
・職員給与費等　９人
・旅費（ＢＧ全国サミット出席旅費等）
・需用費（消耗品、燃料費等）
・役務費（車検手数料、保険料等）
・負担金補助及び交付金（岐阜県ＢＧ連絡協議会負担金等）
・公課費（自動車重量税）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

生涯スポーツ推進事業費
（生きがい）

スポーツ課

スポーツ課

競技力向上推進事業費
（生きがい）

スポーツ課

スポーツ施設改修事業費
（生きがい）

スポーツ課

地域スポーツ推進事業費
（生きがい）

5,215

　平成28年度から中部大学と連携し「こども園運動プログラム」を作成
し、各園で運動遊びが充実する取り組みを推進している。また子どもと
保護者が家庭でも手軽にできる運動遊びを学ぶ「親子で運動遊びの集
い」を休日に２日開催し、延べ125人が参加した。
　体育連盟にスポーツ教室を委託し、バドミントン教室、卓球教室、ス
キー教室等を開催し、延べ3,123人の参加があった。
　生涯スポーツ推進補助金は、スポーツ少年団11団、少年スポーツ活動
団体12種目団体の活動に対し支援した。
・報償費（こども園運動プログラム報酬、参加賞等）
・旅費（こども園運動プログラム費用弁償）
・需用費（消耗品等）
・役務費（ＦＣ岐阜メインスタンドバナー広告掲出）
・委託料（スポーツ教室等運営）
　　　　（こども園運動プログラム運営指導）
・使用料及び賃借料（有料道路通行料等）
・負担金補助及び交付金（生涯スポーツ推進補助金）

ＣＣ

185,031

　まきがね公園テニスコートの人工芝の全面張り替えおよび照明機器取
り替え、野球場の外周緩衝材の設置、芝の張り替えおよび電光スコア
ボードの設置など大規模改修を行い、利用者が安心安全に利用できる施
設となった。
・役務費（建築確認申請手数料）
・工事請負費
　　まきがね公園テニスコート照明改修工事
　　まきがね公園テニスコート野球場改修土木工事
　　まきがね公園テニスコート野球場改修建築工事
　　まきがね公園野球場スコアボード設置工事（前払金）

ＣＣ

05　生きがいを持って暮らす

14,990

　スポーツ推進委員25人の知識および技術向上を図るため、各種研修会
へ積極的に参加し、恵那市での活動に生かしている。また子どもからお
年寄りまでの幅広い地域住民が運動、スポーツに親しむことができるよ
う、地域での活動支援や連携事業への協力、市主催の各種大会の運営を
支援した。
　市民体育大会等の運営を恵那市体育連盟に委託し、年間21種目にわ
たって各大会を開催して年間の総合得点で順位を決定している。
　各地区体育協会等へ補助金を支給し、各競技種目の競技力向上、各協
会の運営を支援した。
・報酬（スポーツ推進委員　25人）
・旅費（東海四県スポーツ推進委員研究大会等）
・需用費（消耗品他）
・役務費（スポーツ推進委員等保険料等）
・委託料（市民体育大会等運営委託）
・使用料及び賃借料（車両借上）
・負担金補助及び交付金（市内13地区体育協会活動補助金）
　　　　　　　　　　　（大井町体育連盟）
　　　　　　　　　　　（長島町体育協会）
　　　　　　　　　　　（東野体育協会）
　　　　　　　　　　　（三郷町体育協会）
　　　　　　　　　　　（武並町体育協会）
　　　　　　　　　　　（笠置町体育協会）
　　　　　　　　　　　（中野方体育協会）
　　　　　　　　　　　（飯地町体育協会）
　　　　　　　　　　　（岩村町体育協会）
　　　　　　　　　　　（山岡町体育協会）
　　　　　　　　　　　（明智町体育協会）
　　　　　　　　　　　（串原体育協会）
　　　　　　　　　　　（上矢作町体育協会）
　　　　　　　　　　　（その他研修会参加負担金等）

ＣＣ

7,263

　選手育成事業として、卓球競技の元日本代表選手、岐阜県卓球協会強
化部長を講師に迎え、子どもたちに高いレベルの実技指導を行った。ま
た東濃総合体育大会へ選手を383人、岐阜県民スポーツ大会へ選手を175
人派遣した。県民大会では、スケート優勝等、30市郡中総合18位という
結果であった。
　クリスタルパーク恵那スケート場を会場として開催される各スピード
スケート大会に対し、開催地として支援を行った。
　令和３年１月冬季国体スピードスケート競技会が、クリスタルパーク
恵那スケート場で開催されるため、スピードスケート選手の育成強化を
図った。
・負担金補助及び交付金
　　競技力向上補助金（東濃大会および県民大会への選手派遣支援）
　　恵那市長杯スピードスケート競技会支援
　　ジャパンカップスピードスケート大会支援
　　中山道東濃駅伝競走大会市町村負担金
　　強化選手育成事業

ＣＣ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価 総合評価

スポーツ課

スポーツ課

スポーツツーリズム推進
事業費
（交流連携）

06　交流と連携で元気になる

国民体育大会冬季大会事
業費
（交流連携） 12,966

　令和３年１月27日～31日岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場にて
開催の第76回国民体育大会冬季大会スケート競技会（スピード）に向け
て、恵那市実行委員会を設立した。
　12月６日～８日開催のジャパンカップ第３戦を国体リハーサル大会と
位置づけ、大会運営やおもてなしの運営力および市民参加意識の向上を
図り、延べ入場者数は4,578人であった。
　また国体開催気運を高めるため、１年前イベントとしてスタートアッ
プイベントを１月18日に開催し、参加者数は1,520人であった。
　この他に看板、のぼり旗、懸垂幕等を設置し、みのじのみのりまつ
り、こども園訪問等開催の周知ＰＲに努めた。
・報償費　スタートアップイベント講師謝礼
・旅費　冬季国体（青森県八戸市）視察
・需用費
　　会議、スタートアップイベント消耗品等
　　懸垂幕、ちらし、ポスター等ＰＲ用品
　　リハーサル大会係員用品等消耗品
・役務費
　　リハーサル大会交流広場参加者傷害保険料
・委託料
　　ＰＲ動画、カウントダウンボード等作成業務委託
　　開催告知看板作成業務委託（５カ所）
　　リハーサル大会看板類作成業務委託
　　リハーサル大会仮設テント等設営業務委託
　　リハーサル大会交通誘導業務委託
　　リハーサル大会観戦バス等業務委託
　　スタートアップイベント会場内案内看板等作成業務委託
　　スタートアップイベントテント等設営業務委託
　　スタートアップイベント交通誘導等業務委託
・負担金補助
　　第76回国体冬季大会スケート競技会開催事業負担金

Ｃ Ｃ

47,351

　第19回恵那峡ハーフマラソンは2,859人、第36回日本大正村クロスカン
トリーは1,977人のエントリーがあったが、新型コロナウイルス感染防止
のため中止とした。
　スケート振興、普及活動および施設の有効活用を積極的に進めるた
め、ジャパンカップ等の大規模大会を誘致し、全国に向け恵那スケート
場の知名度の向上を図った。
　東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプの誘致活動の結
果、ポーランド共和国カヌーチームの事前キャンプが決定した。また笠
置峡ボート・カヌー場の駐車場、階段、スロープの延長等の整備を行
い、利用しやすい環境整備を行った。
・旅費（東京オリパラ事前キャンプ誘致活動等）
・需用費（消耗品費）
・役務費（建築確認検査手数料）
・委託料
　　恵那峡ハーフマラソン大会業務
　　日本大正村クロスカントリー大会業務
　　スケート振興普及推進事業
　　香港ナショナルチーム歓迎レセプション業務
　　笠置峡ボート・カヌー場ＵＡＶ（無人航空機）写真撮影業務
　　笠置峡ボート・カヌー場ＰＲサイト修正業務
　　笠置峡ボート・カヌー場コース他測量業務
　　笠置峡ボート・カヌー場商標登録調査手数料
　　東京オリンピック事前キャンプＰＲ看板等作成業務
　　笠置ダム水位低下濁度調査業務
・工事請負費
　　岩村マレットゴルフ場休憩施設設置工事
　　笠置峡ボート・カヌー場周辺整備工事
　　笠置峡ボート・カヌー場スロープ整備工事（前払金）
・負担金補助及び交付金
　　恵那峡ハーフマラソン大会補助金
　　日本大正村クロスカントリー大会補助金
　　全国健康福祉祭事業（ねんりんピック）補助金
　　レクリエーション事業補助金

Ｂ Ｂ
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【教育行政評価委員会からの意見】 

 

1. 教育委員会の行う事務事業の執行状況について 

【総評】 

  各事務事業については、諸課題に積極的な取り組みがなされ成果があり、評価は適

正と思われる。 

 

2. 教育委員会事務事業別評価について 

 

◆総務管理費 

 ・市内には、伝統校恵那高校と新設恵那南高校があり、両校とも特色ある教育をすすめて

いることは評価できる。しかし、進学校である恵那高校は市内の優秀な生徒が入学してい

るかどうか。多治見北高校に比するレベルになることを期待したい。恵那南高校は新聞に

掲載されるなど、着実にあゆみがみられる。特色ある恵那南高校となり、受験生の増加を

期待する。恵那農業高校は県下でも有名な農業高校として着実に歩み、地域にも貢献して

いることは評価が高い。 

  市内３高校がさらにレベルの高い教育活動ができるための支援をこれまで以上にして

ほしい。 

 ※恵南地域の中学生が麗澤瑞浪高校へ進学する魅力は何でしょうか。バスによる送迎で

しょうか。教育内容でしょうか。 

 ・高校と企業が連携するのは大変魅力ある高校づくりになると思います。今後も通学定期

半額補助は継続してほしいと思う。 

 ・子ども子育て会議でも高校生の通学費が高い。明知鉄道の補助は大変助かっているとい

う意見がある。継続してほしい。 

 ・企業とのコラボもよく新聞に掲載されている。中学校で不登校だった生徒も、恵那南高

校では楽しく登校できており、保護者からの評価も高い。 

 ・通学補助に関しては、恵那南高校のみならず、他校に通う生徒にも支援をしてほしい。 

 ・明知鉄道と各学校でコラボができないか。 

 ・外部からの評価も高く、費用対効果がでている。 

 

◆児童福祉費 

 ・教育環境を整えることは、教育効果をあげる基盤である。そのことが着実に行われてい

ることは評価できる。（人的・物的教育環境） 

 ・発達障がい児に対する手厚い保育は、他の幼児とうまく関わっていくために配慮される

べきこと。それがしっかりできていることは評価できる。 

 ・年々、暑い日が多くなっているので、空調設備の整備はよかったと思った。 
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◆教育総務費 

 ・教育の基盤として、職員が安心して力いっぱい能力を発揮できるための経費として、さ

らなる充実を図ってほしい。 

 ・特に、学校の一般経費について、他市と比較してどうか。子どもの教育指導を行うため

に、必要な経費を確保することは大切なことである。 

 ・遠距離通学の子どもへの対策が充実していることはよい。今後も実態を把握して適切な

対応を行ってほしい。 

 ・教育指導にかかる事業費は、子どもに学力を身に付けさせる指導力の向上を図るため必

要なことである。今後も充実を図ってほしい。特色ある教育活動の充実は、市民が「あの

学校は、この教育が優れている」と評判が立つくらい強化してほしい。 

 ・学校は安心してどの子も学べる教育環境となる努力をさらに図ってほしい。 

・小・中学校の学ぶ力をつける教育の資質向上と教育内容は充実していたと思った。 

・人件費に、心の教室相談員、適応指導教室指導員、教育相談員などがあるが、適正な人

数配置となっているか。各学校からの情報を基に、適正な人数配置をしてほしい。 

・年度ごとに子どもが変われば、状況も変わってくる。学校現場と事前に相談しながら、

今まで以上に、子どもを第一優先に、学校に馴染めるよう、適応していけるように、人員

配置の実施をするとよい。 

・福祉関係の相談件数は年々増えている。その辺を見越して対応をしてほしい。 

・心の問題は目に見えない。相談することによって普通教室に戻れた児童生徒の把握をし

ておくとよい。 

 ・相談室に通っている子は、長期欠席の報告には上がらないため、一度調査するとよい。 

 ・相談員等の配置は、担当者が各学校を巡回し、状況を把握し、適正な配置に心掛けてい

ただいている。 

 ・教育委員会、学校、各関係機関で情報を共有し、早めの対応を心掛けてほしい。 

 ・コミュニティスクールは地域との学びである。１町１校の学校はいいが、複数の小学校

からなる中学校では、各地域のことは分かるが、全体となると難しい。大きな学校でのコ

ミュニティスクールと小さな学校とでは異なる。どのように行っていくかが課題である。 

 ・コミュニティスクールは、教育委員会で共通目的を提示し、それに向かって進めていく

とよい。 

  

◆小学校費・中学校費 

 ・安心安全、使い勝手のよい学校施設へと、学校・地域の要望を受けるなど常に維持管理

に努めている姿勢に好感が持てる。 

 ・教育指導が円滑に進められるためには、教育備品の充実が必要である。しかし、備品の

故障、修理がうまくできないのが現状であると考える。その対策を考えてほしい。 
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 ・子ども一人ひとりに対する指導は、一人の教員では十分に進めることは難しい。そこで

支援員が必要であり、支援員を増員させておられることはありがたい。その配置について

も、教員の指導力、学習困難児などに対応して行っていただきたい。 

 ・目標どおりの実績だったと思う。 

 ・大型モニターの導入は、10 年ほど前のものは可動式で重たく、使い勝手が悪かったが、

今回は天井からの吊り下げ式となったため、教育環境が整った。今後は、特別支援学級の

設置を希望する。 

 ・空調設備についても、理科室、音楽室以外の図工室、美術室、調理室、体育館への設置

を望む。 

 ・施設整備は、他市の状況を見ながら、子ども第一に考えてほしい。 

 ・特色ある学校づくり事業補助金によって、各学校で総合学習などが充実できている。継

続してほしい。 

 

◆幼稚園費 

 ・私立幼稚園児も、恵那の子どもという考えで進められていることは評価できる。 

 

◆社会教育費 

・社会教育はともすれば忘れられる存在である。社会教育に携わる人だけのものと言われ

ている。市民のこの考え方を社会教育はすべての市民が携わっているのだという認識に

していく必要がある。 

・かえでホール、文化センターは、市民が活用する大切な施設であり、常に安全で使いや

すい施設にすることで、活用人数も増えていくものと考える。 

・図書館は市民三学の重要な場であり、図書館活動が充実することが、三学の充実につな

がる。市民協働で事業を進めていることは継続してほしい。 

・伝統文化の継承、文化財の保護、芸術の発展などに力を入れることは、文化度が高い証

である。さらに充実をしてほしい。 

・公民館講座、コミュニティー講座と市民が参加し、学ぶことの喜びを持てる内容を工夫

していることは趣旨にあっている。 

・「読んで学ぶ」三学の入門の充実が、図書館教育の工夫で図られている。 

・人権教育は地道に継続的に行われていることは重要である。 

・青少年育成事業も着実に成果を上げている。学校と連携を図り、スマホなどの現状を把

握したい。 

・読書習慣づくり事業、読書環境推進事業により、乳児から大人まで読書が根付いている。

中学生も学校図書館を利用している。継続してほしい。 

・コミュニティセンターでも図書室が充実してきている。また中央図書館の本を取り寄せ

て借りることも可能であり、総合的に見て評価していきたい。 
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・学校図書館司書により、学校の図書館も充実した。 

 

◆保健体育費 

 ・体育施設の安全確保と施設の利用しやすい管理がなされている。 

 ・スケート場がうまく管理・運営されている。利用者数減少についてもその理由を分析し

ていることは大切なことである。→ 増加させる手立てを考える（ＰＤＳサイクル Ｐｌ

ａｎ→Ｄｏ→Ｓｅｅ） 

 ・幼児から老人までが一生涯スポーツに親しむことができる人間に育つことが、健康生活

にとって大切である。そのためには、幼児期の運動遊びが好きな子どもに育てる指導が重

要であり、そこに力を入れていることがよいことである。また、スポーツやスポーツ活動

団体に援助をすることは大切である。しかし、中学校期になると継続してスポーツをする

機会が減少している。スポーツクラブへの加入者の減少はないか。 

 ・笠置峡ボート・カヌー場が完成したことはうれしいことであり、今後どう活用していく

かをボート・カヌー協会を設立して計画を図ることも大切なことである。 

 ・給食センターは現在、４つあるが、児童生徒の現状もあるので、将来を見据えて統合等

を検討する必要がある。 

 ・笠置峡のカヌーは、北中のみならず、スケート教室のように市内の中学校全体で取り組

めるようにしてほしい。そのためには指導者や道具が必要となる。慎重に進めていく必要

がある。 
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恵那市教育委員会点検評価実施要領 

平成 21年 7月 24日恵那市教育委員会告示第 14号 

 （目的） 

第１条 この要領は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律

第 162 号。以下「法」という。）第 26条第１項に規定する点検及び評価につい

て、必要な事項を定めるものとする。 

 （評価事項） 

第２条 教育委員会は、前年度の次の各号に掲げる教育委員会の取組について点

検及び評価を実施する。 

 （１） 教育委員会の活動状況に関する事項 

  ア 教育委員会の会議の実施状況 

  イ 教育委員会の調査活動の状況 

 （２） 事務事業の執行状況に関する事項 

  ア 主要施策の執行状況 

  イ 主要施策の執行による成果 

 （３） その他教育委員会が必要と認める事項 

 （点検評価の手順） 

第３条 教育長は、前年度における前条第１号及び第３号に掲げる事項について、

教育委員会会議等の点検及び評価（様式第１号）により、点検及び評価を行う

ものとする。 

２ 前年度における前条第２号に掲げる事項についての点検及び評価は、市が実

施する決算報告により行うものとする。 

３ 教育長は、、前２項の結果を教育委員会に報告する。 

４ 教育委員会は、前項の報告を基準として、点検及び評価を実施する。 

 （評価委員会の設置） 

第４条 教育委員会は、法第 26条第２項の規定により、同条第１項の点検及び評

価を行うに当たって教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、

恵那市教育行政評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所掌事務） 

第５条 委員会は、教育委員会の求めに応じ、第３条の点検及び評価を行うに当

たり、意見を述べるものとする。 
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 （委員） 

第６条 委員会は、５人以内の委員で組織し、委員会の委員は、優れた識見を有

する者その他教育委員会が適当と認める者のうちから教育委員会が委嘱する。 

２ 委員の任期は２年とし、再任されることができる。ただし、補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長） 

第７条 委員会に、委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選による。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が

指定した委員がその職務を代理する。 

 （公表） 

第８条 教育委員会は、法第 26条第１項に規定する点検及び評価の結果に関する

公表について、ホームページにより行うものとする。 

 （委任） 

第９条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、告示の日から施行する。 

   附 則（令和２年７月 28日教委告示第 13号） 

 この告示は、告示の日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

 教育委員会会議等の点検及び評価 

 実   績 内 容 ・ 成 果 ・ 課 題 

教育委員会会

議の実施状況 

  

調査活動等の

状況 

  

その他の事項   
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学校再編対策室

恵那市学校給食センター
岩村学校給食センター
山岡学校給食センター
明智学校給食センター

　　　 指導係・学務係
教育研究所
大井小学校
大井第二小学校
長島小学校
東野小学校
三郷小学校
武並小学校
恵那北小学校

教育長 中野方小学校
委員（教育長職務代理者） 飯地小学校
委員 岩邑小学校
委員 山岡小学校
委員 明智小学校

串原小学校
上矢作小学校
恵那東中学校
恵那西中学校
恵那北中学校
岩邑中学校
山岡中学校
明智中学校
串原中学校
上矢作中学校
教育・発達相談センターあおば

幼児教育係
城ケ丘こども園 【指定管理】
大井こども園 
おさしま二葉こども園【指定管理】 
やまびここども園
東野こども園
みさとこども園
武並こども園
中野方こども園
飯地こども園
岩村こども園 【指定管理】
山岡こども園
明智こども園
串原こども園

上矢作こども園

スポーツ振興係・施設管理係・国体開催準備室
スケート振興室
恵那市槙ケ根体育センター【指定管理】
まきがね公園運動施設 【指定管理】
山岡町Ｂ＆Ｇ海洋センター 【指定管理】
明智町Ｂ＆Ｇ海洋センター 【指定管理】

三学運動推進係・文化振興係・歴史資産整備係
恵那文化センター 文化施設係
中央図書館
中山道広重美術館 【指定管理】

事

務

局

長

幼児教育課

スポーツ課

生涯学習課

恵那市教育委員会の組織図

教 育 総 務 課 総務係・教育施設係

教

育

委

員

会

副

教

育

長

学校教育課
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委員会回数 議決年月日 議案番号

第5回定例会 平成31年4月24日 議第20号

報告事項 報第1号 恵那市子ども・子育てに関するアンケート調査の結果について

報第2号 恵那市ＩＣＴ教育行動計画の策定について

報第3号 平成31年度教育委員会重点目標について

報第4号 恵那市の園小中学校トピック（５月）について

報第5号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第6号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第7号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第8号 ５月の行事予定について

報第9号 ３月分の後援申請について

報第10号 ５月から７月実施の教育長訪問について

第6回定例会 令和1年5月20日 議第21号

報告事項 報第1号 財産の処分について

報第2号 恵那市教育行政評価委員の委嘱について

報第3号 恵那市社会教育委員の委嘱について

報第4号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第5号 恵那市の園小中学校トピック（６月）について

報第6号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第7号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第8号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第9号 ６月の行事予定について

報第10号 ４月分の後援申請について

第7回定例会 令和1年6月24日 議第22号

報告事項 報第1号 小中学校空調設備整備事業について

報第2号 恵那南地区の学校給食センターの統廃合について

報第3号 東京オリンピック・パラリンピック事前キャンプ地誘致活動について

報第4号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第5号 恵那市の園小中学校トピック（７月）について

報第6号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第7号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第8号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第9号 ７月の行事予定について

報第10号 ５月分の後援申請について

第8回定例会 令和1年7月22日 議第23号

報告事項 報第１号 えないっぱい給食の実施について

報第２号 ねんりんピック岐阜大会２０２０の開催について

報第３号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校トピック（８月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 ８月の行事予定について

報第９号 ６月分の後援申請について

令和元年度６月補正予算（案）に関する意見について

令和元年度恵那市教育委員会提出議案等について

提　出　議　案　等

平成31年度（2019年度）岐阜県教科用図書東濃採択地区協議会の設置及び委員の
選出について

恵那市教育委員会会議等点検及び評価について

令和２年度使用教科用図書の議決について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

第９回定例会 令和1年8月23日 議第24号

議第25号

報告事項 報第１号 和解及び損害賠償の額を定めることについて

報第２号 恵那市基金条例の一部を改正する条例について

報第３号 幼児教育・保育の無償化について

報第４号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第５号 恵那市の園小中学校トピック（９月）について

報第６号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第７号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第８号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第９号 ９月の行事予定について

報第１０号 ７月分の後援申請について

第10回定例会 令和1年9月27日 報告事項 報第１号 平成30年度恵那市総合計画施策別点検及び評価について

報第２号
恵那市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関す
る規則の一部改正について

報第３号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校トピック（10月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 10月の行事予定について

報第９号 ８月分の後援申請について

第11回定例会 令和1年10月24日 議第26号

報告事項 報第１号
恵那市立こども園一般職非常勤職員等のインフルエンザ予防接種に係る
費用の助成に関する要綱について

報第２号 園児の「エーナ」ワッペンの着用について

報第３号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校トピック（11月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 11月の行事予定について

報第９号 ９月分の後援申請について

第12回定例会 令和1年11月18日 議第27号

議第28号

議第29号

報告事項 報第１号 財産の無償譲渡について

報第２号 平成30年度教育委員会点検・評価報告書について

報第３号 幼児教育・保育の無償化の現状について

報第４号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第５号 恵那市の園小中学校トピック（12月）について

報第６号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第７号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第８号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第９号 12月の行事予定について

報第１０号 10月分の後援申請について

恵那市公の施設に係る使用料等の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定
について

恵那市教職員住宅管理規則の一部改正について

令和元年度９月補正予算（案）に関する意見について

恵那市幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部改正について

恵那市指定文化財の指定について

令和元年度12月補正予算（案）に関する意見について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

第13回定例会 令和1年12月26日 報告事項 報第１号 東京オリンピック事前キャンプについて

報第２号 国体スタートアップイベントの開催について

報第３号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校トピック（1月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 １月の行事予定について

報第９号 11月分の後援申請について

第１回定例会 令和2年1月23日 協議事項 協第1号 令和２年度版『恵那市の教育』（案）について

報告事項 報第１号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第２号 恵那市の園小中学校トピック（２月）について

報第３号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第４号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第５号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第６号 ２月の行事予定について

報第７号 12月分の後援申請について

第２回定例会 令和2年2月21日 議第１号

議第２号

協議事項 協第１号 令和２年度版『恵那市の教育』（案）について

報告事項 報第１号 ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けたＩＣＴ環境整備について

報第２号
恵那市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

報第３号 指定管理者の指定について（城ヶ丘こども園）

報第４号 指定管理者の指定について（岩村こども園）

報第５号 保育教諭修学資金貸付制度について

報第６号
恵那市第２期子ども・子育て支援計画（案）及び恵那市放課後子ども総合
プラン（案）について

報第７号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第８号 恵那市の園小中学校トピック（３月）について

報第９号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第１０号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第１１号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第１２号 令和２年度教育委員会定例会等日程（案）について

報第１３号 ３月の行事予定について

報第１４号 １月分の後援申請について

第３回臨時会 令和2年3月4日 議第３号

協議事項 協第１号 令和２年度版『恵那市の教育』（案）について

令和２年度恵那市予算（案）に関する意見について

令和２年度教職員の人事について

令和元年度３月補正予算（案）に関する意見について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

第４回定例会 令和2年3月27日 議第４号

議第５号

議第６号

議第７号

議第８号

議第９号

協議事項 協第１号 社会教育委員会からの提言書について

報告事項 報第１号
恵那市特定子ども・子育て支援施設等の実費徴収に係る補足給付事業補
助金交付要綱の制定について

報第２号 令和元年度こども園評価結果について

報第３号 恵那市地芝居小屋活性化事業補助金交付要綱の制定について

報第４号 笠置峡ボート・カヌー場周辺整備について

報第５号 平成31年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第６号 恵那市の園小中学校トピック（４月）について

報第７号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第８号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第９号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第１０号 令和２年度恵那市教職員受入式について

報第１１号 ４月の行事予定について

報第１２号 ２月分の後援申請について

恵那市明智かえでホール管理規則の一部改正について

恵那市招致外国人青年就業規則の一部改正について

恵那市コミュニティセンター非常勤嘱託職員設置要綱の廃止について

恵那市社会教育指導員非常勤嘱託職員設置要綱の廃止について

恵那市教育委員会事務局組織規則の一部改正について

恵那市教育委員会の権限に属する事務の委任及び補助執行に関する規則の一部改
正について
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令和２年度（令和元年度対象） 教育委員会点検・評価報告書 

                                   
発行 恵那市教育委員会 

〒５０９－７２９２ 恵那市長島町正家一丁目１番地１ 
電 話：（０５７３）２６－２１１１（内線）４６５ 
ＦＡＸ：（０５７３）２６－２１８９ 
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